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愛染橋保育所の保育実践と家族の状況についての基礎的研究
The basic research on childcare practice of The Aizenbashi Nursery School  










This study clarified the childcare situation at the time of establishment, and the situation of children 
and their families at the time of establishment, based upon the materials on record of the Aizenbashi 
nursery school (Meiji42(1909)-by now) started by Ishii Juji (1865-1914). The purpose of the Nursery 
School program was to improve the lives of children, such as those living in poverty, poor sanitation 
due to a concentrated population or infamilies with a lack of awaness of childcare needs. Despite the 














































































































































































































































































































表 2　各区の人口と増加数（明治 43 年）
南区 西区 北区 東区
人口 400,804 310,707 274,847 253,015























表 3　南区戸口町別現住人口（明治 42 年）
日本橋筋三丁目 日本橋筋四丁目 日本橋筋五丁目 日本橋筋東一丁目 日本橋筋東二丁目 東関谷町
4,481 5,773 3,011 7,923 5,417 3,077
西関谷町 下寺町三丁目 下寺町四丁目 御蔵跡町 広田町 逢坂下之町
2,567 4,404 4,249 4,864 1,926 1,955
日本橋筋二丁目 恵美須町二丁目 天王寺伶人町 難波河原町二丁目 木津鷗町二丁目 高津町五番町





によれば、明治 32 年当時の生活状況について、1 日 50 銭（※ 10 厘＝ 1 銭＝ 0.01 円）日給の職
工を標準として、1 か月 13 円（26 日勤務）の収入で親子三人が暮らすとして、家賃 2 円 10 銭、
米代 4 円、炭代 1 円、菜 1 円、肴 1 円、味噌醤油代 80 銭、油 20 銭、莨 60 銭、湯 60 銭、髪結
30 銭で、残りはわずか 1 円 40 銭であったと記されている。実に収入の約 9 割が生活費である。
日給 50 銭は決して低賃金の労働者の状態ではなく、賃金に関して、職工全体の約 6、7 割が困



































もあって「工場法」は明治 44 年に成立したものの、施行は大正 5（1915）年まで見送られてい
る。また、この地域に限らず、明治期から都市の特徴として問題視されたのは、たび重なる伝
染病の流行であり、大阪 4 区の 8 種伝染病は毎年のように違う病気が流行して人々を苦しめた。









表 4　年別伝染病死亡者数（大阪 4 区合計数）
明治 赤痢 ジフテリア 腸チフス 疱瘡 猩紅熱 発疹チフス コレラ ペスト
43 年 61 184 212 1 9 0 365 12
42 年 54 205 143 1 10 0 3 27
41 年 63 173 116 1,278 7 0 1 85




表 5　主な病症と年齢別の死亡数（明治 43 年）
満 1 歳迄 1 〜満 2 歳迄 2 〜満 3 歳迄 3 〜満 4 歳迄 4 〜満 5 歳迄 5〜満10歳迄
ジフテリア 22 41 59 33 12 30
脚気・乳児脚気 661 60 4 1 2 4
先天性虚弱・奇形 2,784 292 56 26 11 6
脳膜炎 317 270 76 46 44 62
急性気管支炎 551 166 35 14 9 9
肺炎・気管支肺炎 385 192 69 21 14 29








687 752 923 1,008 
1,701 1,796 1,810 1,966 
2,551 2,441 2,504 2,437 
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出典：大阪市役所編（1910）第三衛生之部第四一現住者ノ死亡年齢別『大阪市統計書第一〇回　明
治四十三年』p113


















　冨田 38）は、この地域の特徴として私生児の多さを挙げていて、「大正 4、5 年頃でも、自分の
本籍の分からぬ人、3、4 人の子供があっても夫の姓名さえ録に知らず「熊やんと言いまんねー」
「熊吉さんですか、熊太郎さんですか」と聞けば「さぁ…」と考え込む。結婚は何年何日にしま






表 7　入所児の両親の状況（明治 42 年 7 月～ 43 年 12 月）
父なし 母なし 両親なし 両親あり
人数 44（31.4％） 19（13.6％） 5（3.6％） 72（51.4％）





















表 ₈　入所児保護者の職種と人数（明治 42 年 7 月から 43 年 12 月　全数 139）
屑買い 車夫 燐寸工女 手伝い 棕櫚縄作 按摩 電気工夫 屑撰 鞄口金工
19 22 12 22 2 1 1 17 3
仲仕 衛生人夫 洗濯 広告旗持 錺職 簪職工 鋸目立 井堀 大工
2 4 1 2 1 2 1 1 1
洋傘柄磨 翫具職 薬罐職工 鑄掛職 露天商 硝子メッキ 活版職工 糠おろし 電車運転手
2 2 1 1 1 2 1 1 2
貝釦職工 木挽 紡績工女 扇子骨磨 昆布巻行商 桶輪替え 髪結い 家根屋 女店員
1 2 3 1 1 1 1 1 1
出典：前掲書


























銭、両刃 50 銭でおもに大工の家を廻っていた 40）。
3 ．入所児童の居住状況と年齢
　次に、保育児原簿の記載からおおよその住居範囲を概観する（表 9）。その結果、通所してく
る子どもは、保育所があった日本橋筋東 2 丁目から日本橋筋東 1 丁目、日本橋筋 4・5 丁目、東
関屋、下寺町 3 丁目、同 4 丁目の半径 1 キロメートル以内に集中していて、約 8 割を占めてい
ることが分かった。その理由として、普段から保育所の様子が分かり、乳幼児を徒歩で連れて
くることが比較的容易な距離であったためと考えられる。入所してくる子どもは大半が乳児（表
10 参照）で、約 8 割にのぼる。
表 9　在籍児童の住所（町単位）
町名 児童数 町名 児童数 町名 児童数
日本橋筋東二丁目 63 広田 5 天王寺怜人 3
日本橋筋東一丁目 38 船出・馬淵 2 逢坂下之 5
日本橋筋一・二丁目 2 高津四番 1 茶臼山 2
日本橋筋三丁目 8 高津五番 2 鷗町二・四丁目 2
日本橋筋四丁目 13 高津七・十番 2 勘助町三丁目・塩草 2
日本橋筋五丁目 11 難波河原町二丁目 3 天王寺生玉前 1
西関谷 3 下寺町三丁目 43 東区玉造 2
東関谷 22 下寺町四丁目 58 恵美須町二丁目 3
今宮村 6 天王寺村 6 住所不明 6
出典：保育児原簿（明治 42 年 7 月 21 日〜大正 3 年 12 月 11 日）より作成。





表 10　入所時の児童年齢（明治 42 年 7 月～ 43 年 12 月　全数 140 人）
1 歳 2 歳 3 歳 4 歳 5 歳 6 歳




　表 11 から大阪市内 4 区の 5 歳未満の死亡数をみても、南区の乳児死亡数が特に多い。区内の
どの地域が多かったのかは明らかではないが、この状況からも、乳幼児とりわけ 0 歳児を対象
にした乳児保育の必要性がいかに大きかったかが分かる。









表 11　5 歳未満の各区年別死亡数（明治 43 年）
1 年未満 2 年未満 3 年未満 4 年未満 5 年未満
南区 2,549 502 201 129 89
西区 1,644 298 160 56 68
北区 1,066 551 129 79 67










































































































芋を持った可愛い兄弟の b ちゃんと c ちゃんが立って居る。「よろしくお願い申します」と
お母さんが帰ろうとすれば「母ちゃん早うお迎い来てや」とあまえる。どこまでも可愛ら
しい b ちゃん！
「お早うさん」と次に来たのは母ちゃんに抱かれた d ちゃん（1 歳）。「おとなしく待って居
てや」といわれて、「ヤァー」とお定まりの一声。「d ちゃん賢いさかい泣きやみて」とす
かせば直ぐにご機嫌はなおる。
　事務室の方で泣声がする。誰かと見れば昨日入所した e ちゃん（1 歳）。お母さんの背中
から離れないで泣きたてるのをなだめつすかしつ抱き下せば必死になってもがく。無理に



































出せば、「皆んなお菓子やで」と c ちゃんと b ちゃんが呼ぶ。お菓子やお菓子やと駆け込ん








































































































の流行があり、明治 32 年から 33 年にかけて流行した。ペストは死亡率が高く、当時はまだ治療方法
も確立していなかったため発病すればほとんどが死に至った。次の流行は明治 38 年から 43 年まで続
き、大阪市内ではこの間に延べ 965 人が罹患し、そのうち 865 人が死亡した。死亡率は 88.7％であっ
た。特に 40 年は、患者数 561 人のうち 509 人が死亡し格段に多かったと記されている。参考資料『大
阪市史第六巻』、『大阪市立桃山病院百年史』
注 3）「岡山孤児院大阪附属事業 1. 愛染橋保育所」『救済研究第 2 巻上』（1914）p399
注 4）石井が愛染橋保育所を作ろうとしたきっかけになった出来事で、保育所設立の趣意書にもこの理由
が記されている。
注 5）明治 39（1906）年から戦役記念保育会が運営していた。石井と佐々が訪問した保育所は 4 園（八王
子、八幡、宇治野、薬仙寺）のうちのいずれかで、保育所日誌（明治 42 年 6 月 6 日付）には「八幡保
育所宇治野保育所に赴く」と書かれている。
注 6）神戸市の保育所は、明治 39（1906）年から日露戦争時に発足した神戸戦時保育所が運営し、そのあ






















と岡山孤児院の養護実践の基礎的研究』p.49　平成 13 〜 16 年度科学研究費補助金基盤研究（B）
（1）
 7）菊池義昭（Y.Kikuchi2003）岡山孤児院の運営体制と養護実践の構造に関する研究　『日本の社会福祉




































































料館研究紀要第 7 号 2006 年 6 月』pp.134-136
48）明治四十三年度岡山孤児院年報（明治 44 年 8 月 15 日発行）　第七章大阪支部報告弐　愛染橋保育所
「保育所の一日」p.128　※明治 43 年 12 月 22 日ごろ
49）『石井十次日誌（明治四十二年）』（1909）6 月 7 日付　石井記念友愛社
50）同掲書 11 月 22 日付































































































30 日 福井主任、F を連れ長春病院に受診。
8 月
2 日 相原きた、漆澤せい、三宅ゆかの 3 女史当所保姆として岡山孤児院より今晩到着。
4 日 柳沢もと姉、福井みどり姉今晩帰岡せらる。（岡山へ帰る）◎柳沢宮崎の両氏、帰岡せらる。




14 日 今夕第 1 回父兄会を開き。









1 日 J、K を病院につれ行く。
2 日 L 病気危篤の由。D、I の二児死亡し、また危篤の報につき一同心痛せり。





11 日 保育せし児童 M、昨日死亡の報あり。（27 ヶ月）
15 日 ○ 9 月 10 日の大阪毎日新聞に左の記事を掲げたり。
16 日 K 危篤。
18 日 K 葬儀のため福井夫人会す。（7 ヶ月）
20 日 N を長春病院に紹介。診療を受けしむ。
24 日 ◎石田主婦母君病気の為帰院、山田主婦交代の為、保育所に来らる。
30 日 保育児の死亡 O。（1 ヶ月）
10 月
1 日 ○ 6 時前保育所に行福井姉及び他の保姆連を起こす。6 時 10 分頃に 2 人の乳児をつれ来る。






15 日 ○ 5 時前起床、保育所に行き祈祷をなし外庭の掃除をなしてかえる。




21 日 昨日、T 長春病院に行きて診療を受く。
27 日 児玉、浅田両姉保育所保姆として来所せらる。○本朝より浅田、児玉二主婦上阪。（愛染橋保育所のために）




























31 日 本日、保育児 S 死去の告申し来らん。（6 ヶ月）




7 日 本日、U（一月四日）死去せし告申し来る。（3 ヶ月）
9 日 本日午後一時福井みどり氏岡山に向け出発。
17 日 保育児 V 定刻に迎え人来らず午後八時三十分に父来りてつれ帰る。
18 日 愛染橋交番より幼児を伴い来り（午後一時頃）預かり置きしに午後四時母親来り連れ帰り。
20 日 洗濯婦竹原さく都合により本日限り断る。
22 日 保育児 R 長春病院にて施療。
26 日 本日、保育児 K の父死去せし告申し来る。
29 日 Y 長春病院にて診療を受ける。病勢よろしからず。
2 月
2 日 Y 死亡。弔意を表する。福井姉見舞わる。（4 ヶ月）
7 日 保育児 Z を長春病院に伴い診療を乞う。病名気管支炎　自宅にて療養することとなる。






































11 日 保育児 Z はしか全快本日より来所。






























18 日 保育児 Ad、ジフテリアに罹り療養中。
20 日 ストーブを据工付く。
24 日 ○二葉幼稚園を見物して愛染橋保育所の参考を得。（→ 11 月 24 日〜 28 日まで東京）
26 日 本日保育児を伴い天王寺公園に散歩。散歩中尼僧より金五十銭無名にて小児の手に渡さる。
30 日 毎日新聞記者堀ひさの姉来観（保育所）
12 月
3 日 参観者日本橋第一尋常小学校長吉田傳治郎氏保育所を参観し金五円寄付せらる。
12 日 ○生江君より講話の速記送付し来る。直ちに訂正して返送せり。
13 日 ○愛染橋保育所に於いては活動写真会を開き、父母と生徒との慰労会を開く。
15 日 ○午前中、内務省五十嵐氏愛染橋保育所視察のため来所せらる。
27 日 明二十八日より十日まで冬期休業。
28 日 保育児用蒲団洗濯をなす。次いで衣服の洗濯をす。
29 日 前日の残り洗濯をなす。
31 日 清岡姉本日退職。◎清岡姉保育所辞任。
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